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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項・週間予定＞

· 本日15：00～　4Ｆユーティリティーで「食事サービス提供管理委員会」実施予定。

· 中村　瞳様～本日体験利用となっている。

＜利用者様情報＞

· 中村　瞳様　～本日体験利用している。福祉バスを利用して来所されており、来所後はスタッフの
　　　　　　　説明を聞き、対話もぎこちなさは見られるが行われている。他メンバーとは、自己
　　　　　　　紹介を行った後からの交流は見られない。周囲の騒がしい様子が苦手との事で別室
　　　　　　　にて色塗りを行っているが、時折ニヤついている様子見られている。

· 溝越　キク様～今朝本人より電話連絡あり。水曜に本人より訴えのあった、他メンバーとの金銭
　　　　　　　トラブルについては誰にも話さないで欲しいとの事。
　　　　　　　⇒スタッフ間での内容共有を行い、金銭に関することであった為、必要と思われる
　　　　　　　　方に対しては、内容を伝えた事を本人へ説明している。又、借金の返済について
　　　　　　　　当人へ伝え金銭と手紙をスタッフが預かっている為、次回外来受診時にお渡しし
　　　　　　　　たい事を伝えている。
　　　　　　　　本人へも、来所出来るようになったら来所して頂きたい事を伝えている。
　　　　　　　　（本人からの反応として）
　　　　　　　　電話の内容を特定の方に伝えた事については、「そうですか」とあっさりとした
　　　　　　　　返答を受けている。伝えた事については構わないとの事。来所についての話中は
　　　　　　　　ずっと「すみません」と繰り返していた。

· 杉澤　恵子様、鈴木　恵美子様～昨日午後より、スタッフ2名、杉澤様、鈴木様の4名で、溝越様
　　　　　　　　　　　　　　　に対しての金銭問題について話し合いを実施。

鈴木様の様子：一度杉澤様から受け取ったが返したよと、声を張り上げ、終始慌てている。（これまでもメンバーとの物のやり取りなどでは、注意を必要としており、今回の件についても厳しく指導を必要としている。溝越様を使って帰りのバスを待たせているなどの乱暴な行動など）

杉澤様の様子：鈴木様の発言を受けて、「そうだっけ」とぼんやりしている。数回確認するが、記憶は曖昧な様子で、「そうかもしれない、返してもらったお金でタバコを買ったかも･･･」と話される。

対応として、杉澤様にはお父様宛の手紙を持参して頂き、返金する為のお金を通所スタッフが預かっている。又、両者に溝越様への謝罪の手紙を書いて頂くことにしている。

　　本日、杉澤様から溝越様宛の手紙と返済用の金銭2600円、鈴木様から謝罪の手紙を預かっている。

· 北嶋　剛様　～夜間の睡眠時間について相談受けている。23時就床し、10時に起床する生活を
　　　　　　　行っており、自分の生活リズムが確立されていない為、焦っている気持ちがあると
　　　　　　　の事。デイケア利用日には、前日に21時就床し起床も早めに出来ているとの事。
　　　　　　　⇒生活リズムについては、焦る事無く徐々に改善していくように説明している。又、　
　　　　　　　　糖尿病のインスリン注射を行っている為、起床時間との関係について確認。内科
　　　　　　　　の主治医からは、食事をしっかりと摂取していれば良いと説明受けたとの事。

· 上川原　豊様～本日来院し「年金2級では生活していけない」「生活保護を申請したい」と相談
　　　　　　　したとの情報あり。生活保護申請手続き・窓口について説明し、母親(新郷村在住)
　　　　　　　とよく相談するよう伝えているとの事。
　　　　　　　⇒　本人来所時に、生活保護申請について相談したことを報告してこられると予想
　　　　　　　　　される為、話のあった際には傾聴し、申請の手続きについてどのように説明を
　　　　　　　　　受けたのか振り返っていく。

· 清水　泰雅様～先日、青明舎スタッフが電話した際に、デイケア利用規約についてご家族へ確認を
　　　　　　　したが、ご家族からは「知らない」と返答を受けたとの事。
　　　　　　　本人へ必要書類については自宅へ持ち帰って頂いていたが、ご家族へ届いていな
　　　　　　　かったという経緯がある。
　　　　　　　⇒　後日、青明舎スタッフが自宅訪問する予定との情報受けた為、その際に直接
　　　　　　　　　ご家族へ利用規約についての説明を行い、記入をお願いする事としている。

＜外来情報＞

· 田名部　一樹様～睡眠充分にとること出来ているとの事で、リントン減薬となっている。

· 大釜　久直様　～他者の診察順の時に診察室に入ろうとする事が多く制止している。本人の順に
　　　　　　　　なり診察室へと入って頂くが、「私に何の話があるんですか、話があるから呼ん
　　　　　　　　だんでしょ」と、強い口調で話されることがある。

· 大久保　律子様～耳の後ろに脂肪の塊があると訴えあり。外来医より、様子を見てどうしても気
　　　　　　　　になるようであれば、皮膚科受診するように説明あり。

＜デイナイトケア利用者様　事例検討＞
下町　サン子様　（68）　統合失調症　利用開始後：３年４ヶ月

〇観察項目

　・「寒がりだから」と話し、過度な厚着が見られる。（７～９枚着用）

　・プログラム等の前に、余裕を持ってトイレに行くように説明しているが、改善する事が出来ず途中で退席する事や、ギリギリの時間にトイレに行く姿が見られる。

　・食事摂取時「美味しくない」と話され、副食を1/2以上残食見られる。

　・言葉使いや姿勢が悪いことが多く、他メンバーからも笑われる事が見られる。

　・手の洗いすぎによる“あかぎれ”が見られる。

〇青風荘でのケア項目

　今後の動きとして：自宅への退所は難しい為、施設での対応となる。そのため現状維持。

　・金銭の使い方についての指導･･･大量に購入したお茶などを１週間で全て飲んでしまう事等、片寄った使い方が見られる為。

・衣類調整･･･季節に合わせた服装や、室内・外での衣類調整について。又、毎日洗濯を行っている為、洗濯に関しての指導。

　・不定愁訴への対応･･･バイタル測定、傾聴、休養の声掛け　等

〇デイナイトケアでの治療計画

1） 季節に合った服装が出来るように、その都度声掛けを行っていく。

⇒・体温調節を行えなくなっている事により、「フラフラする」等の訴えが聞かれるようになり、不定愁訴へと繋がっていると考えられる。

　・「フラフラする」等の訴えのあった時には、上着を脱いで頂くなどの対応で改善される事も見られる。

2） プログラム中など本人に対する役割を与え、一定時間集中して取り組む事が出来るよう支援する。

⇒・プログラム中に、テーブルへ伏している事やうつむいている事が多かったが、本人へメンバー内での役割を担っていただく事で、改善が見られている。

　　　　・プログラム・メンバーの中でも中心的な位置で行動されることが多くなった。

3） 勉強会・マナー講座を通して、言葉使いや一般常識の定着

⇒・他メンバーから笑われていることがある為、その点をＳＳＴ等を活用して、言葉の選び方を本人と振り返っていく。

田中　正士様　（64）　統合失調症　利用開始後：３年８ヶ月

〇デイナイトケアでの治療計画

1） 自立心が強い為、プライドに配慮して関わる。

　　⇒・自分のペースを乱す事が出来ず、プログラム等決められた枠の開始時間を守ることが出来ない事が見られる（読書・テレビゲーム等により）。その為、予め設定された時間より余裕を持って声掛けを行う

・団の場ではルールを守る必要性を説明する。

2） 変形性脊椎症により歩行不安定な為、運動プログラムや移動時（特に階段）は事故の無いように見守る。

⇒・転倒時や体調の悪そうな時には必ず確認する。

・骨折などの無いように、本人が拒否しても身体管理の必要性について説明し、確認を行わせて頂く。

〇最近の様子で気になる点

　・歩行時のフラツキが顕著となってきている。又、方向変換時には転倒しそうになる事が多い。

　・跛行見られ、転倒することが多い。（２月中に２回転倒）

　・貧血、眩暈の訴えはあるが、腰痛などの訴えは聞かれない。

　・トイレまでの移動が間に合わない事による尿失禁、衣類からの尿臭がある。

・プログラム参加状況は良好だが、転倒や失禁などのトラブルがあった際には、参加状況に斑が見られる。

・寝不足の際には、フラフラして体調が悪くなると本人から訴えが聞かれている。

〇青風荘からの情報

　・睡眠状態は悪くない。中途覚醒した際にも、すぐに再入眠することが出来ている。

　・夜間の失禁などの為に、早朝にシーツ等を自分で洗っている姿が見られる事がある。

